
島根県では、独自に作成した副教材DVDや竹島学習リーフレット等を活用し、すべての公立小・中・高・特別支援学校に
おいて、竹島に関する学習を行っています。

竹島学習の推進

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

県内すべての小・中・高・特別支援学校において竹島に関する学習を実
施5月以降に小・中・高・特別支援学校に『竹島学習副教材DVD』を配布

中学生作文コンクール開催

『竹島学習リーフレッ
ト』配布

『ふるさと読本「もっと知りた
い しまねの歴史」』配布

県公立高等学校の入試問題で、竹島に関す
る問題を初めて出題、以降毎年出題される

『領土に関する教育ハンドブック』
配布

第4期竹島問題研究会において「竹島問題に関する学習」
の推進検討部会を設置、学習指導案などの検討を開始

〇初任者研修で竹島に関する学習の研修
〇『高等学校・特別支援学校高等部における
「竹島学習」のあり方について（学習指導
案）』

〇『領土に関する教育ハンドブック』

教職員向け
指導資料・研修等

〇「竹島学習副教材ＤＶＤ」
〇竹島学習リーフレット
『竹島～日本の領土であることを学ぶ～』
〇ふるさと読本
『もっと知りたいしまねの歴史』
〇「日本全図」

児童・生徒向け
教材等の作成

〇「竹島・北方領土問題を考える」中学生作
文
コンクール
〇高等学校入学者選抜学力検査で竹島につい
て
出題

竹島に関する学習成
果を問う取組

・竹島が我が国の固有の領土であることを知っている

・竹島問題の解決を図ろうとする意欲をもっている

・竹島問題を解決するための自分なりの考えをもっている

竹島に関する学習を通して目指す、子どもたちの
姿

2020年1月 竹島資料室


